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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部
で
実
施
し
て

い
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー

調
査
」
で
は
、
四
半
期
ご
と
の
業
況
感
（
五

〇
～
五
三
頁
参
照
）
に
加
え
て
適
宜
、
社
会

的
な
関
心
の
高
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
設
定
し
、

企
業
や
業
界
団
体
の
見
方
を
尋
ね
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
発
足
か
ら
一
年
半
を
経
て
、
デ

フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
経
済
の
好
循
環
に
向
け

た
政
策
が
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。
賃
金
の

持
続
的
な
引
き
上
げ
が
重
要
な
課
題
の
一
つ

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
か
、
今
回
の
特
別
調

査
で
は
二
〇
一
四
春
闘
の
賃
上
げ
に
対
す
る

評
価
と
、
年
間
賞
与
の
支
給
見
通
し
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
景
気
が
「
緩
や

か
な
回
復
基
調
」
に
あ
る
な
か
、
各
業
界
の

労
働
力
需
給
状
況
や
、企
業
に
お
け
る
新
卒
・

中
途
等
の
採
用
状
況
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
。

　

調
査
は
、
企
業
モ
ニ
タ
ー
六
七
社
と
業
界

団
体
五
一
組
織
を
対
象
に
、
六
月
六
日
～
二

五
日
に
か
け
て
実
施
。
企
業
四
一
社
（
有
効

回
答
率
六
一
・
二
％
）
と
、
業
界
団
体
四
二

組
織
（
八
二
・
四
％
）
か
ら
得
ら
れ
た
回
答

を
ま
と
め
た
。

二
〇
一
四
春
闘
の
賃
上
げ
に
対
す
る
評
価

業
界
モ
ニ
タ
ー
の
調
査
結
果
よ
り

ベ
ア
実
施
が
約
四
割
、
定
昇
の
み
二
割
強

　

二
〇
一
四
春
闘
に
お
け
る
賃
金
改
定
状
況

を
、
業
界
団
体
は
概
ね
ど
の
よ
う
に
見
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
評
価
を
尋
ね
る
と
、「
分

か
ら
な
い
」
が
二
六
・
二
％
と
な
っ
た
も
の

の
、
同
率
で
多
か
っ
た
の
は
「
一
部
の
企
業

で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
及
び
定
期
昇
給
）
が
行

わ
れ
た
」（
二
六
・
二
％
）
で
、
こ
れ
に
「
大

半
の
企
業
で
ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
（
及
び
定
期

昇
給
）
が
行
わ
れ
た
」（
一
四
・
三
％
）、「
一

部
の
企
業
で
定
期
昇
給
の
み
行
わ
れ
た
」（
一

一
・
九
％
）、「
大
半
の
企
業
で
定
期
昇
給
の

み
行
わ
れ
た
」（
九
・
五
％
）、「
大
半
の
企
業

で
定
期
昇
給
す
ら
行
わ
れ
な
か
っ
た
」（
四
・

八
％
）
―
―
な
ど
の
順
で
続
い
た
（
図
１
）。

　

ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
あ
る
い
は
定
期
昇
給
が

行
わ
れ
た
と
す
る
業
界
が
六
一
・
九
％
に
の

ぼ
っ
た
ほ
か
、
大
半
あ
る
い
は
一
部
を
問
わ

ず
、「
ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
（
及
び
定
期
昇
給
）

が
行
わ
れ
た
」
と
の
回
答
（
計
四
〇
・
五
％
）

が
、「
大
半
あ
る
い
は
一
部
の
企
業
で
、
定
期

昇
給
の
み
行
わ
れ
た
」（
計
二
一
・
四
％
）
を

一
九
・
一
㌽
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
評
価
を
、
昨
年
一
二
月
時
点
で

尋
ね
た
見
通
し
調
査
（
弊
誌
二
〇
一
四
年
二

月
号
の
一
六
～
一
八
頁
を
参
照
）
と
比
較
す

る
と
、
二
〇
一
四
春
闘
に
お
け
る
賃
上
げ
は

予
想
よ
り
上
振
れ
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

昨
年
一
二
月
段
階
の
予
想
で
は
、「
賃
上
げ
が

可
能
な
環
境
に
あ
る
」と
す
る
業
界
は
二
四
・

四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
も「
大
半
の
企
業
で
一
定
程
度

な
ら
」が
四
・
九
％
に
対
し
、「
一
部
の
企
業

で
一
定
程
度
な
ら
」
が
一
九
・
五
％
な
ど
と

な
っ
て
い
た
。

政
府
等
か
ら
の
賃
上
げ
要
請
が
影
響

　

ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
に
ま
で
踏
み
込
む
賃
上

げ
ム
ー
ド
が
、
予
想
以
上
に
業
界
内
に
波
及

し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
各
業
界
に
お
け

る
今
春
の
賃
金
改
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要

因
を
尋
ね
る
と（
複
数
回
答
）、「
企
業
業
績
」

（
七
五
・
〇
％
）
が
ト
ッ
プ
で
、こ
れ
に
「
業

界
他
社
、
世
間
相
場
の
動
向
」（
五
三
・
六
％
）、

「
消
費
増
税
」（
三
九
・
三
％
）
が
続
い
た
（
図

２
）。
次
い
で
あ
が
っ
た
の
は
「
労
使
関
係

へ
の
配
慮
（
従
業
員
の
貢
献
に
対
す
る
還

元
）」
や
「
政
府
や
経
済
界
か
ら
の
賃
上
げ

要
請
」
で
、
と
も
に
三
五
・
七
％
。
実
に
三

分
の
一
を
超
え
る
業
界
団
体
が
、
政
府
や
経

済
界
か
ら
の
要
請
が
賃
上
げ
に
影
響
し
た
と

受
け
止
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

企
業
モ
ニ
タ
ー
の
調
査
結
果
よ
り

約
八
三
％
が
定
昇
、
約
三
六
％
が
ベ
ア
を
実
施

　

一
方
、
個
別
企
業
は
、
今
春
の
賃
金
改
定

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
だ
ろ
う
。
企
業
モ

ニ
タ
ー（
注
）
を
対
象
に
、
非
管
理
職
に
つ
い

て
月
例
賃
金
の
改
定
を
行
っ
た
か
尋
ね
る
と
、

何
ら
か
の
改
定
を
「
行
っ
た
」
企
業
が
九
割

弱
（
八
七
・
八
％
）
を
占
め
た
（
図
３
）。

そ
こ
で
、
同
企
業
に
さ
ら
に
定
期
昇
給
と

二
〇
一
四
春
闘
の
賃
上
げ
評
価
と
年
間
賞
与
の

支
給
見
通
し
お
よ
び
二
〇
一
三
・
一
四
年
度
に

お
け
る
新
卒
・
中
途
等
の
採
用
状
況

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
特
別
調
査

図１　業界調査でみた2014春闘における賃金の改定状況

図２　業界調査でみた2014春闘の賃金改定に影響を及ぼした要因
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行われた,
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一部の企業で、

ベースアップ（及び

定期昇給）が行われた,

２６．２％一部の企業で、

定期昇給のみ

行われた,

１１．９％

大半の企業で、

定期昇給すら

行われなかった,

４．８％

大半の企業で、

むしろベース

ダウンが行われた,

０．０％

分からない,

２６．２％

無回答,

７．１％

（ｎ＝全有効回答業界４２団体）
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ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
に
分
け
て
実
施
状
況
を
尋

ね
る
と
、
定
期
昇
給
を
「
行
っ
た
」
割
合
は

八
割
超
（
八
三
・
三
％
）
に
の
ぼ
り
、
ベ
ー

ス
・
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
「
行
っ
た
」
企
業

が
三
社
に
一
社
を
超
え
た
（
三
六
・
一
％
）。

　

定
期
昇
給
を
行
っ
た
企
業
に
具
体
的
な
金

額
を
尋
ね
る
と
、
率
回
答
や
年
齢
ポ
イ
ン
ト

回
答
を
除
く
平
均
で
五
四
二
六
円
と
な
っ
た
。

ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
実
施
企
業
の

平
均
で
一
七
六
四
円
と
な
っ
た
。

人
材
確
保
の
た
め
の
水
準
改
善
も
影
響

　

月
例
賃
金
の
改
定
に
、
影
響
を
及
ぼ
し
た

要
因
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
該
当
を
す

べ
て
あ
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
企
業
業

績
」（
七
四
・
三
％
）
の
ほ
か
、「
業
界
他
社
、

世
間
相
場
の
動
向
」（
五
七
・
一
％
）、「
労
使

関
係
へ
の
配
慮
（
従
業
員
の
貢
献
に
対
す
る

還
元
）」（
四
八
・
六
％
）、「
前
年
度
の
改
定
実

績
」（
四
〇
・
〇
％
）
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い

る
（
図
４
）。
個
別
企
業
に
お
い
て
は
「
政

府
や
経
済
界
か
ら
の
賃
上
げ
要
請
」（
一
一
・

四
％
）
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
ウ
ェ
ー
ト
を
占

め
て
い
な
い
。一
方
で
、「
消
費
増
税
」（
二
五
・

七
％
）
や
「
物
価
の
動
向
」（
二
二
・
九
％
）

と
と
も
に
、
五
社
に
一
社
（
二
〇
・
〇
％
）

が
「
人
材
確
保
の
た
め
の
若
年
層
賃
金
の
水

準
改
善
」
を
あ
げ
た
点
は
特
徴
的
だ
ろ
う
。

景
気
の
緩
や
か
な
回
復
に
伴
い
、（
後
述
す
る

よ
う
に
）
顕
在
化
し
始
め
た
労
働
力
需
給
の

逼
迫
が
、
賃
金
に
も
徐
々
に
波
及
し
つ
つ
あ

る
様
子
が
窺
え
る
。

年
間
賞
与
は
約
四
四
％
が
増
額
の
見
通
し

　

と
こ
ろ
で
、
企
業
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
て
二

〇
一
四
年
度
に
お
け
る
年
間
賞
与
の
支
給
見

通
し
を
尋
ね
る
と
、四
割
超
（
四
三
・
九
％
）

の
企
業
が「
前
年
と
比
べ
て
増
額
の
見
通
し
」

と
回
答
し
た
。
次
い
で
「
前
年
と
同
水
準
の

見
通
し
」（
二
二
・
〇
％
）、「
未
定
・
分
か
ら

な
い
」（
一
四
・
六
％
）、「
前
年
と
比
べ
て
減

額
の
見
通
し
」（
一
二
・
二
％
）
な
ど
の
順
（
図

５
）。
増
額
見
通
し
の
企
業
は
、
同
水
準
企

業
を
二
一
・
九
㌽
、
減
額
見
通
し
企
業
を
三

一
・
七
㌽
上
回
り
、
増
額
が
優
勢
と
な
っ
て

い
る
。

　

と
は
い
え
、具
体
的
な
増
加
幅
は
平
均
〇
・

二
カ
月
増
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
全
体
と
し

て
は
昨
年
度
よ
り
微
増
の
状
況
と
言
え
そ
う

だ
。
年
間
賞
与
の
支
給
見
通
し
が
「
未
定
・

分
か
ら
な
い
」
お
よ
び
「
無
回
答
」
を
除
く

企
業
に
お
け
る
、
二
〇
一
四
年
度
の
年
間
賞

与
の
支
給
月
数
は
、
平
均
で
四
・
五
一
カ
月

分
と
な
っ
た
。

一
割
弱
が
所
得
拡
大
促
進
税
制
を
利
用
意
向

　

本
調
査
で
は
「
所
得
拡
大
促
進
税
制
」
の

利
用
実
績
や
利
用
意
向
に
つ
い
て
も
継
続
的

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
（
前
回
は
、

弊
誌
二
〇
一
三
年
八
月
号
の
四
九
～
五
〇
頁

を
参
照
）。

　

二
〇
一
三
年
度
の
税
制
改
正
で
、
従
業
員

に
対
す
る
給
与
等
の
支
給
額
を
基
準
年
度
と

比
較
し
て
五
％
以
上
増
加
さ
せ
た
場
合

は
、
当
該
支
給
増
加
額
の
一
〇
％
を
法

人
税
の
税
額
控
除
と
し
て
申
請
で
き
る

「
所
得
拡
大
促
進
税
制
」
が
導
入
さ
れ

た
。
企
業
モ
ニ
タ
ー
に
そ
の
利
用
実
績

を
尋
ね
る
と
、「
利
用
し
た
」割
合
は
二
・

四
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
所
得
拡
大
促
進
税

制
」
は
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
以
降
に

終
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
要
件
が
緩
和

さ
れ
、「
給
与
等
の
支
給
額
が
二
％
以
上

増
加
」「
平
均
給
与
等
支
給
額
が
前
年
よ

り
増
加
」
と
い
っ
た
基
準
を
満
た
せ
ば
、

控
除
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
た
今
後
の
利
用
意
向
も
尋
ね

る
と
、「
利
用
意
向
あ
り
」
が
約
一
割

図５ 年間賞与の支給見通し

図３　企業調査でみた今春の賃金改定状況

図４　企業調査でみた今春の賃金改定に影響を及ぼした要因
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74.3

57.1

2.9

40.0

25.7
22.9

2.9

11.4

2.9
8.6

5.7

20.0

48.6

2.9 2.9

0

10

20

30

40

50

60

70

80 ％

（複数回答）

（ｎ＝今春、月例賃金の改定を行った企業３６社）
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（ｎ＝全有効回答企業４１社）
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（
九
・
八
％
）
ま
で
増
加
（
図
６
）。「
利
用

す
る
考
え
は
な
い
」
は
一
九
・
五
％
で
、「
方

針
は
未
定
・
分
か
ら
な
い
」
が
七
〇
・
七
％

と
な
っ
た
。

各
業
界
に
お
け
る
人
手
過
不
足
感
と

企
業
の
新
卒
・
中
途
等
採
用
状
況

　

景
気
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
背
景
に
、

労
働
力
需
給
の
逼
迫
感
が
高
ま
り
始
め
て
い

る
。
以
下
で
は
、
各
業
界
の
人
手
過
不
足
感

や
、
企
業
に
お
け
る
新
卒
・
中
途
等
の
採
用

実
績
・
見
通
し
に
つ
い
て
把
握
し
た
結
果
を

紹
介
す
る
。

業
界
モ
ニ
タ
ー
の
調
査
結
果
よ
り

約
四
七
％
の
業
界
が
全
体
的
に
不
足
と
回
答

　

業
界
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
現
在
の
人
手
過

不
足
感
を
尋
ね
る
と
、
有
効
回
答
を
母
数
に
、

全
体
と
し
て
は
「
不
足
」
が
一
六
・
七
％
、「
や

や
不
足
」
が
三
〇
・
六
％
で
、「
適
当
」
が
五

〇
・
〇
％
な
ど
と
な
っ
た
（
図
７
）。
や
や

を
含
め
て
不
足
と
す
る
回
答
は
計
四
七
・

三
％
で
、過
剰
と
す
る
回
答
（「
や
や
過
剰
」

の
み
）（
二
・
八
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。

と
く
に
建
設
や
サ
ー
ビ
ス
で
強
い
不
足
感

　

具
体
的
な
記
述
を
み
る
と
不
足
感
は
と
り

わ
け
建
設
関
係
で
強
い
よ
う
だ
。「
建
設
業

界
で
は
、
過
去
の
公
共
事
業
の
減
少
に
よ
っ

て
一
部
有
資
格
者
（
建
築
士
等
）
や
現
場
作

業
者
が
減
少
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
需
要
が
重
な
り
不
足
感
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
る
。
ま

た
、
資
材
関
係
か
ら
も
「
建
築
着
工
戸
数
の

増
加
、
復
興
需
要
に
よ
り
業
界
の
人
手
不
足

が
顕
著
で
、
当
業
界
で
も
取
り
付
け
職
人
の

不
足
が
表
面
化
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
回
答

や
、「
円
高
是
正
や
復
興
需
要
の
本
格
化
、
堅

調
な
公
共
投
資
等
に
よ
る
事
業
環
境
の
好
転

を
受
け
、
生
産
量
の
増
加
へ
の
対
応
が
生
じ

て
き
て
い
る
」
な
ど
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
人
材
不
足
感
が

強
ま
っ
て
い
る
。「
企
業
全
体
の
業
績
回
復

と
と
も
に
、
従
来
層
か
ら
の
応
募
が
な
く

な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
に
、
給
与
の

割
に
キ
ツ
イ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
（
実
態
）
が

あ
り
、
避
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
」（
旅
行
）

と
の
記
述
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、「
ビ
ジ
ネ
ス

の
地
味
さ
、
給
与
水
準
の
低
さ
に
よ
る
不
人

気
に
加
え
、
他
業
界
の
好
況
に
よ
る
採
用
強

化
で
、
労
働
条
件
の
厳
し
い
職
場
を
忌
避
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
（
と
く
に
深
夜
帯

等
）。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
需
給
逼
迫

に
起
因
す
る
時
給
上
昇
に
直
面
し
て
い
る
」

（
給
食
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
と
す
る
声
も
あ
る
。

現
状
、
適
当
で
も
不
足
感
が
潜
在

　

ま
た
、
現
状
の
人
手
は
「
適
当
」
と
す
る

中
に
あ
っ
て
も
、
部
門
等
別
に
み
る
と
不
足

感
が
出
始
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
業
界

も
あ
る
。
例
え
ば
、
素
材
関
係
。「
全
体
と

し
て
は
『
適
当
』
だ
が
、
部
門
ご
と
に
見
る

と
間
接
部
門
（
と
く
に
管
理
職
を
含
む
高
齢

者
）
で
依
然
と
し
て
や
や
過
剰
感
が
あ
る
一

方
、
現
業
部
門
で
は
や
や
不
足
感
が
出
て
き

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

運
輸
関
係
で
も
、「
鉄
道
に
関
し
て
は
依
然

と
し
て
就
職
の
需
要
が
高
い
。
地
方
民
鉄
で

も
人
手
不
足
は
な
い
が
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の

バ
ス
部
門
で
は
運
転
手
不
足
が
起
き
て
い

る
」
と
報
告
。
さ
ら
に
小
売
業
界
で
は
、「
売

場
の
実
態
か
ら
す
れ
ば
人
員
は
不
足
気
味
だ

が
、
消
費
増
税
や
競
争
激
化
等
に
よ
り
今
後
、

売
上
げ
が
落
ち
込
む
こ
と
を
見
込
み
、
人
員

を
増
や
さ
な
い
で
業
容
の
拡
大
が
図
ら
れ
て

い
る
。
間
断
な
く
業
務
合
理
化
を
進
め
つ
つ
、

一
部
百
貨
店
で
は
テ
ナ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
、
比
重
を
移
し
つ
つ

あ
る
」
と
い
う
。

非
正
規
よ
り
正
規
で
よ
り
強
い
不
足
感

　

一
方
、
正
規
・
非
正
規
別
に
要
員
の
内
訳

を
み
る
と
、
不
足
感
が
よ
り
強
い
の
は
正
規

要
員
だ
。
正
規
要
員
に
つ
い
て
「
不
足
（
や

や
含
む
）」
と
す
る
業
界
が
四
五
・
五
％
に

対
し
、非
正
規
要
員
に
係
る
「
不
足
（
同
）」

感
は
三
七
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

非
正
規
よ
り
正
規
で
不
足
感
が
強
ま
っ
て

い
る
理
由
と
し
て
は
、「
消
費
税
増
税
前
の
駆

け
込
み
需
要
に
よ
る
増
産
対
応
も
四
月
以
降

ひ
と
段
落
し
、
反
動
減
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
需
要
変
動
対
応
労
働
力
で
あ
る
非

正
規
要
員
は
適
当
と
判
断
。
一
方
で
正
規
要

員
は
、
各
社
と
も
技
術
系
人
員
を
中
心
に
採

用
意
欲
が
高
く
や
や
不
足
し
て
い
る
」（
自
動

車
）
な
ど
と
す
る
指
摘
が
み
ら
れ
た
。

図６　所得拡大促進税制や雇用促進税制の今後の利用意向

図７　業界調査でみた現在の人手過不足感

利用する方向で

検討している,

９．８％

利用する

考えはない,

１９．５％

方針は未定・

分からない,

７０．７％

所得拡大促進税制
利用意向がある,

２．４％

利用意向は

ない, ２２．０％

未定・

分からない,

７５．６％

雇用促進税制

（ｎ＝全有効回答企業４１社）
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（ｎ＝有効回答業界３６団体）
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企
業
モ
ニ
タ
ー
の
調
査
結
果
よ
り

二
〇
一
五
年
春
の
新
卒
採
用
数

三
社
に
一
社
超
が
「
前
年
を
上
回
る
」

　

そ
れ
で
は
、
二
〇
一
三
・
一
四
年
度
の
採

用
に
お
い
て
、
個
別
企
業
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
・
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

企
業
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
、
二
〇
一
四
年
三

月
末
に
卒
業
し
た
新
規
学
卒
者
の
採
用
実
績

を
尋
ね
る
と
、「
前
年
の
採
用
数
を
上
回
っ

た
」
と
す
る
企
業
が
約
四
割
（
三
九
・
〇
％
）

に
の
ぼ
り
、「
前
年
と
同
数
だ
っ
た
」（
三
一
・

七
％
）
や
「
前
年
の
採
用
数
を
下
回
っ
た
」

（
二
六
・
八
％
）と
す
る
回
答
よ
り
優
勢
だ
っ

た（
図
８
）。
具
体
的
な
増
減
幅
も
尋
ね
る
と
、

「
前
年
の
採
用
数
を
上
回
っ
た
」
企
業
の
平

均
で
、
対
前
年
増
分
は
三
八
・
二
％
。
こ
れ

に
対
し
、「
前
年
の
採
用
数
を
下
回
っ
た
」
企

業
の
平
均
は
前
年
対
比
▲
二
七
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
三
月
末
に
卒
業
見
込
み
の
新

規
学
卒
者
に
つ
い
て
採
用
見
通
し
を
尋
ね
る

と
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
「
前
年
並
み

に
な
る
見
通
し
」
で
約
半
数
（
四
八
・
八
％
）

に
の
ぼ
っ
た
。
一
方
、「
前
年
の
採
用
数
を
上

回
る
」
と
見
込
む
企
業
も
三
社
に
一
社
を
超

え
（
三
六
・
六
％
）、「
前
年
の
採
用
数
を
下

回
る
見
通
し
」
や
「
採
用
数
は
未
定
・
分
か

ら
な
い
」（
と
も
に
七
・
三
％
）
と
す
る
回
答

よ
り
優
勢
だ
っ
た
。
具
体
的
な
変
動
幅
に
つ

い
て
は
、「
前
年
の
採
用
数
を
上
回
る
見
通

し
」
の
企
業
平
均
で
、対
前
年
増
分
は
四
九
・

五
％
。
こ
れ
に
対
し
、「
前
年
の
採
用
数
を
下

回
る
見
通
し
」
の
企
業
平
均
は
、
前
年
対
比

▲
二
〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

新
卒
の
採
用
増
は
事
業
拡
大
や
退
職
補
充
で

　

企
業
が
現
在
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
（
予

定
）
数
を
増
や
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

二
〇
一
四
年
三
月
末
に
卒
業
し
た
新
規
学
卒

者
の
採
用
数
が
「
前
年
を
上
回
っ
た
」
あ
る

い
は
二
〇
一
五
年
三
月
末
に
卒
業
見
込
み
の

採
用
予
定
数
が
「
前
年
を
上
回
る
見
通
し
」

と
回
答
し
た
企
業
を
対
象
に
、
そ
の
背
景
事

情
を
尋
ね
た
（
図
９
）。

　

結
果
と
し
て
（
複
数
回
答
）、
も
っ
と
も

多
か
っ
た
の
は
「
既
存
事
業
の
拡
大
や
新
規

の
事
業
展
開
に
対
応
す
る
た
め
」
で
五
六
・

五
％
に
の
ぼ
っ
た
。
次
い
で
多
か
っ
た
の
は

「
完
全
退
職
者
の
自
然
減
を
補
充
す
る
た

め
」（
四
三
・
五
％
）
で
、
こ
れ
に
「
技
能
伝

承
人
材
を
着
実
に
確
保
す
る
た
め
」（
二
六
・

一
％
）
や
、「
労
働
力
人
口
の
長
期
的
な
減
少

見
通
し
に
備
え
る
た
め
」（
二
一
・
七
％
）
な

ど
が
続
く
。

　

労
働
力
人
口
の
長
期
的
な
減
少
見
通
し
は

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
業
界
団

体
の
調
査
で
み
た
よ
う
な
労
働
力
需
給
の
逼

迫
等
を
背
景
に
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
労
働

力
を
確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
危
機
感
も
、
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
も

の
と
み
ら
れ
る
。

二
〇
一
四
年
度
の
中
途
採
用
数

四
社
に
一
社
超
が
「
前
年
を
上
回
る
」

　

一
方
、
非
正
規
か
ら
の
登
用
・
転
換
を
含

め
た
中
途
・
経
験
者
の
採
用
状
況
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
二
〇
一
三
年
度
中

に
実
施
し
た
中
途
・
経
験
者
（
非
正
規
か
ら

の
登
用
・
転
換
を
含
む
、
以
下
同
）
の
採
用

実
績
を
尋
ね
る
と
、四
割
超
（
四
一
・
五
％
）

の
企
業
が
「
前
年
と
同
数
だ
っ
た
」
と
回
答
。

こ
れ
に
「
前
年
の
採
用
数
を
下
回
っ
た
」（
二

六
・
八
％
）、「
前
年
の
採
用
数
を
上
回
っ
た
」

（
二
二
・
〇
％
）
な
ど
が
続
い
た
（
図
10
）。

具
体
的
な
増
減
幅
を
尋
ね
る
と
、「
前
年
の
採

用
数
を
下
回
っ
た
」
企
業
の
平
均
で
は
前
年

図８　新規学卒者の採用実績と見通し

図９　今、新規学卒者採用を増やしている理由

図10　中途・経験者（非正規からの登用・転換を含む）の採用実績と見通し

前年の採用数を

上回った,

３９．０％

前年と同数

だった,

３１．７％

前年の

採用数を

下回った,

２６．８％

新卒採用は

行わなかった,

２．４％

２０１４年３月末に卒業した

新規学卒者の実績

（ｎ＝全有効回答企業４１社）

前年の採用数を

上回る見通し,

３６．６％

前年並みに

なる見通し,

４８．８％

前年の採用数を

下回る見通し,

７．３％

採用数は

未定・分から

ない, ７．３％

新卒採用は

行わない見通し,

０．０％

２０１５年３月末に卒業見込みの

新規学卒者の採用見通し

（ｎ＝全有効回答企業４１社）
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前年を上回った、あるいは２０１５年３月末に卒業見込み

の採用予定数が前年を上回る見通しの企業２３社）

前年の採用数を

上回った,

２２．０％

前年と同数

だった,

４１．５％

前年の

採用数を

下回った,

２６．８％

中途・経験者

採用は

行わなかった,

４．９％

無回答,

４．９％

２０１３年度中に実施した

中途・経験者の採用実績

（ｎ＝全有効回答企業４１社）

前年の採用数を

上回る見通し,

２９．３％

前年並みに

なる見通し,

３６．６％

前年の採用数を

下回る見通し,

２．４％

採用数は

未定・分から

ない, ２９．３％

中途・経験者

採用は行わない

見通し, ０．０％

無回答,

２．４％

２０１４年度における

中途・経験者の採用見通し

（ｎ＝全有効回答企業４１社）
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対
比
▲
三
九
・
九
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
前

年
の
採
用
数
を
上
回
っ
た
」
企
業
の
平
均
は
、

対
前
年
比
八
一
・
二
％
の
大
幅
増
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
度
中
に
お
け
る
中

途
・
経
験
者
の
採
用
見
通
し
を
尋
ね
る
と
、

最
多
は
や
は
り「
前
年
並
み
に
な
る
見
通
し
」

で
三
社
に
一
社
を
超
え
（
三
六
・
六
％
）、

こ
れ
に「
前
年
の
採
用
数
を
上
回
る
見
通
し
」

と
す
る
企
業
が
四
社
に
一
社
超
（
二
九
・

三
％
）
で
続
い
た
。「
前
年
の
採
用
数
を
上

回
る
見
通
し
」
と
す
る
企
業
割
合
は
、「
採
用

数
は
未
定
・
分
か
ら
な
い
」
が
同
水
準
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
す
で
に
二
〇
一
三
年

度
の
実
績
（
前
年
の
採
用
数
を
上
回
る
＝
二

二
・
〇
％
）
を
凌
ぐ
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
変
動
幅
を
み
て
も
、「
前
年
の
採
用

数
を
上
回
る
見
通
し
」
の
企
業
平
均
は
対
前

年
比
七
四
・
九
％
と
高
水
準
で
、
中
途
・
経

験
者
の
旺
盛
な
採
用
意
欲
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
る
。

中
途
採
用
増
は
事
業
拡
大
や
正
社
員
登
用
で

　

企
業
が
現
在
、中
途
・
経
験
者
の
採
用
（
予

定
）
数
を
増
や
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
。
二
〇
一
三
年
度
に
お
け
る
中
途
・
経
験

者
の
採
用
数
が「
前
年
を
上
回
っ
た
」あ
る
い

は
二
〇
一
四
年
度
中
に
実
施
す
る
採
用
予
定

数
が「
前
年
を
上
回
る
見
通
し
」と
回
答
し
た

企
業
を
対
象
に
、
そ
の
背
景
事
情
を
尋
ね
た
。

　

結
果
を
み
る
と
（
複
数
回
答
）、
最
多
は

新
規
学
卒
者
と
同
様
に
「
既
存
事
業
の
拡
大

や
新
規
の
事
業
展
開
に
対
応
す
る
た
め
」
で
、

六
八
・
八
％
に
の
ぼ
っ
た
（
図
11
）。
次
い

で
「
非
正
規
か
ら
優
秀
人
材
を
確
保
し
つ
つ
、

本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
」（
三
七
・
五
％
）
が
あ
が
り
、こ
れ
に
「
新

規
の
事
業
展
開
に
伴
い
、
異
分
野
・
即
戦
力

人
材
を
取
り
込
む
た
め
」（
三
一
・
三
％
）
や

「
労
働
力
人
口
の
長
期
的
な
減
少
見
通
し
に

備
え
る
た
め
」（
一
八
・
八
％
）
な
ど
が
続
い

て
い
る
。
中
途
・
経
験
者
の
採
用
に
関
し
て

は
、
事
業
の
拡
大
を
理
由
に
あ
げ
る
企
業
が

多
く
、
業
績
の
先
行
き
に
対
す
る
企
業
の
自

信
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、「
非
正
規
従
業
員
の

活
用
メ
リ
ッ
ト
が
減
退
し
て
い
る
た
め
（
採

用
賃
金
の
上
昇
、
規
制
強
化
等
）」
と
す
る

回
答
に
も
絡
み
、
企
業
が
非
正
規
人
材
の
中

か
ら
も
、
優
秀
者
を
囲
い
込
も
う
と
し
て
い

る
姿
勢
が
浮
か
び
上
が
る
。

（
渡
辺　

木
綿
子
）

（
注
）
当
機
構
の
企
業
モ
ニ
タ
ー
は
、
大
規
模
企
業
を
中

心
に
編
成
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

図11　今、中途・経験者採用を増やしている理由
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（複数回答）

（ｎ＝２０１３年度中に実施した中途・経験者の採用数が前年を

上回った、あるいは２０１４年度中の採用予定数が前年を

上回る見通しの企業１６社）


